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デザイン
マネジメント領域

ü ⾃⼰紹介
ü HCD認定専⾨家 ＆ HCD基礎検定
ü 仮説検証ブートキャンプ
ü 海外企業のベストプラクティス

ü 1. ⼈材像（スキル）＆ 社会・組織における必要性
ü 2. スキルの詳細説明
ü 3. スキル習得 ＆ 開発の⽅法
ü 4. ⼈材育成の定着、社会的認知・確⽴に向けて

背景

⼈材像＆スキル

はじめに



ü 第１回の冒頭にお伝えしたこと
ü これからお伝えしていきたいこと

はじめに
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第１回の冒頭にお伝えしたこと

デンマークのデザインラダー 出典︓DDC Staircase and National Agency for Enterprise (2003) および National Agency for Enterprise (2007) より

ステージ

1
ステージ

2
ステージ
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プロセス
としてのデザイン

デザインの活⽤なし

意匠の⼀部
-外部に依頼するデザイン-

デザインは、製品やサー
ビスの開発の場⾯にお
いてわずかな役割

スタイル
としてのデザイン

意匠への注⼒
-ブランド価値のデザイン-

デザインは、意匠・スタイ
リングのことでブランド価
値としての役割

開発チームの知⾒
-プロセスのデザイン-

デザインが、早期の段
階から、組織内・チーム
内で、⽇常的に活⽤

全社員の基礎基盤
-計画・戦略のデザイン-

デザインが、組織に必須の
構成要素＆全ての業務分
野の計画・戦略＝問題解
決の術として効果

戦略
としてのデザイン

ステージ

4
デザイン価値の世界的な変化
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これからお伝えしていきたいこと

Application
=DX推進の技術やスキルの共通基盤

Goal of DX
＝⽇本特有のバラエティ豊かなソリューションの溢れる状態

Operating System
＝世界のメソッドに⽇本発のマインドセットを注⼊

HCD（マインドセット）

世界の協働のためのメソッド 縄⽂時代から培われた
⼈間感からの⽇本マインド

DXのゴールに向けたOSの醸成

© HCS共創機構 & Stanford d.school & IBM & Jeff Gothelf & Josh Seiden & Sociomedia, Inc. & T. Shinohara



ü ⾃⼰紹介
ü HCD認定専⾨家 ＆ HCD基礎検定
ü 仮説検証ブートキャンプ
ü 海外企業のベストプラクティス

背景



篠原稔和
Shinohara Toshikazu

ソシオメディア株式会社
代表取締役

shino@sociomedia.co.jp

• UXのデザインコンサルティングの草分け

• 世界＆⽇本のデザイン主導型の組織リサーチ

Designs for transformation

総務省
技術統括アドバイザー （2017〜）

豊橋市市役所
⾏政デジタル化推進アドバイザー（2021〜）

国⽴⼤学法⼈ 豊橋技術科学⼤学
客員教授 （2021〜）

⾃⼰紹介

7© HCD-Net & Sociomedia, Inc. & T. Shinohara

NPO法⼈
⼈間中⼼設計推進機構

理事⻑

• ⽇本で唯⼀のHCD、 UX、CX、サービスデザイン、
デザイン思考の専⾨家団体
• ⽇本で唯⼀のHCDの専⾨家認定制度を実施中



ソシオメディア株式会社
■デジタルデザイン・コンサルティング

・業務システムのUIデザイン＆UXデザインの実装＆指導
・スタートアップ企業のUIデザイナー＆UXデザイナーの教育

■デザインマネジメント・コンサルティング
・⼤企業のデザイン部⾨の組織化・戦略に関わるコンサルティング
・海外先進企業のベンチマーク調査・ベストプラクティス調査

8© 経済産業省 & Sociomedia, Inc.

https://www.sociomedia.co.jp/

https://www.sociomedia.co.jp/


ü ⾃⼰紹介
ü HCD認定専⾨家 ＆ HCD基礎検定
ü 仮説検証ブートキャンプ
ü 海外企業のベストプラクティス

背景
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• 団体設⽴ ：2005年〜（19年⽬）
• 認定専⾨家制度 ：2009年〜（15年⽬）

特定⾮営利活動法⼈ ⼈間中⼼設計推進機構

© HCD-Net
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特定⾮営利活動法⼈ ⼈間中⼼設計推進機構

© HCD-Net & T. Shinohara

ISO/JISにおけるHCD領域の拡がり

ISO9241-210 ISO9241-220
組織全般のプロセス規格

ISO27500シリーズ
Human Centered Organization

ものづくりにおけるHCD プロセス全般におけるHCD 組織運営におけるHCD
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会員数 1198⼈

増加中

デザイン関連団体の業界２位

2024年に⽇本学術会議の登録団体へ

特定⾮営利活動法⼈ ⼈間中⼼設計推進機構

© HCD-Net
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専⾨家を累積 2230⼈

急増中

「ものづくり、サービスづくり」から
「多様な領域」へ

⼈間中⼼設計(HCD)専⾨家

© HCD-Net



◆専門家の認定制度についてのご質問

試験の開始は2009年度で、年としては2010年に最初の認定者を認定しております。

その最初の認定者の方々が、この春4回目の更新審査をされました。

14

ユーザビリティ
エンジニア

エンジニア
デザイナー

ウェブ
デザイナー
エンジニア

データ
アナリスト

プロジェクト
マネジャー

コンサルタント

営業担当

⼈事担当

総務担当

⾃治体職員

⾏政職員

HCD専⾨家取得者の特徴分析

© HCD-Net
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1. 商品やシステム開発における⼈間中⼼設計プロセスを実践できる専⾨家を認定する仕組み
を確⽴

2. HCD専⾨家に必要とされる「知識」や「能⼒」を⽰すため、HCD専⾨家の
「コンピタンス」を明⽰し、そのような能⼒を満たしている⼈を認定

3. 「HCD専⾨家」としての専⾨性を⾼めたい⼈に対して活動⽬標を明らかにし、HCD専⾨
家の「コンピタンス」はどのようにすれば学習できるのか、どのような学問を学習して実
践すれば良いかという⽬標を明⽰

4. HCD専⾨家に作業を依頼したい等、専⾨家を活⽤したい⼈への啓発を実践し、HCD専⾨
家の存在を認識した⼈達が、誰にどうやって依頼すればよいのかを明⽰

⼈間中⼼設計(HCD)専⾨家に認定制度設⽴の狙い

© HCD-Net



◆専門家の認定制度についてのご質問

試験の開始は2009年度で、年としては2010年に最初の認定者を認定しております。

その最初の認定者の方々が、この春4回目の更新審査をされました。

16

HCD専⾨資格コンピタンスマップ

© HCD-Net



◆専門家の認定制度についてのご質問

試験の開始は2009年度で、年としては2010年に最初の認定者を認定しております。

その最初の認定者の方々が、この春4回目の更新審査をされました。

17

HCD専⾨資格コンピタンス⼀覧

© HCD-Net



◆専門家の認定制度についてのご質問

試験の開始は2009年度で、年としては2010年に最初の認定者を認定しております。

その最初の認定者の方々が、この春4回目の更新審査をされました。

18

HCD専⾨資格コンピタンス⼀覧

© 経済産業省 & HCD-Net
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Society5.0 デジタルトランスフォーメーション
ソーシャルイノベーション サーキュラーエコノミー

デザイン経営 利⽤者中⼼の⾏政サービス改⾰ 価値共創（共創・協創）

企業組織全体 政府・⾃治体 NPO/NGO

UX

インタラ
クション/
UI 開発

利⽤時
品質

品質管理

SX
(社会変容)

社会貢献
部⾨

リーン
スタート
アップ
(顧客開発)

システム
開発

サービス
デザイン

サービス
開発

EX

⼈事

CX

マーケ
ティング

/CS

グロース
ハック
SPRINT

新事業
開発

HCD

市場の変化
（デジタル⾰命・シェア経済・経験経済・地域創⽣・働き⽅改⾰・SDGs・VUCA・新型コロナ ）

デザイン
思考

企業経営
経営戦略

システム思考
システミック
デザイン

⾏政
管理

HCDを内包する領域の拡がり

© T. Shinohara



20

HCD普及状況の解明

© T. Shinohara



HCD価値の共通する知識や⼿法の調査
HCD価値の核となる知識・マインドセットの解明

21

HCDの基礎知識体系化と再定義

© T. Shinohara
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デジタルトランスフォーメーション
ソーシャルイノベーション サーキュラーエコノミー

デザイン経営 利⽤者中⼼の⾏政サービス改⾰ 価値共創（共創・協創）

企業組織全体 政府・⾃治体 NPO/NGO

UX

インタラ
クション/
UI 開発

利⽤時
品質

品質管理

SX
(社会変
容)

社会貢献
部⾨

リーン
スタート
アップ
(顧客開発)

システム
開発

サービス
デザイン

サービス
開発

EX

⼈事

CX

マーケ
ティング

/CS

グロース
ハック
SPRINT

新事業
開発

HCD

市場の変化
（デジタル⾰命・シェア経済・経験経済・地域創⽣・働き⽅改⾰・SDGs・VUCA・新型コロナ ）

デザイン
思考

企業経営
経営戦略

システム思考
システミック
デザイン

⾏政
管理

HCDを内包する領域の拡がり

© T. Shinohara

デジタルトランスフォーメーションにみる内包の関係
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「DXレポート – ITシステム「2025年の崖」の克服とDXの本格的な展開 -」（2018年9⽉7⽇）

①レポートと産業界への投げかけ

②⾃らの実践への宣⾔と取り組み

②

経済産業省のデジタルトランスフォーメーションについて

①

https://www.meti.go.jp/policy/digital_transformation/index.html

レポート

産業界への投げかけ

ウェブサイト（＆SNS）

オンライン研修（YouTube）

経済産業省のデジタルトランスフォーメーション

HCDを内包する領域の拡がり

© 経済産業省 & T.Shinohara

https://www.meti.go.jp/policy/digital_transformation/index.html
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https://www.youtube.com/playlist?list=PLcRmz7bR5W3lGaRiTTEGNs3BmliHgYdAB

ユーザー中⼼（UX）であること

デザイン思考＆アジャイルであること

データアナリティクスを重視すること

HCDを内包する領域の拡がり
経済産業省のデジタルトランスフォーメーション

© 経済産業省 & T.Shinohara

https://www.youtube.com/playlist?list=PLcRmz7bR5W3lGaRiTTEGNs3BmliHgYdAB
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https://www.youtube.com/playlist?list=PLcRmz7bR5W3lGaRiTTEGNs3BmliHgYdAB

HCDを内包する領域の拡がり

© 経済産業省

経済産業省のデジタルトランスフォーメーション

https://www.youtube.com/playlist?list=PLcRmz7bR5W3lGaRiTTEGNs3BmliHgYdAB
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https://www.youtube.com/playlist?list=PLcRmz7bR5W3lGaRiTTEGNs3BmliHgYdAB

HCDを内包する領域の拡がり

© 経済産業省

経済産業省のデジタルトランスフォーメーション

https://www.youtube.com/playlist?list=PLcRmz7bR5W3lGaRiTTEGNs3BmliHgYdAB
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HCDの基礎知識体系化と再定義
基礎知識体系

（BOK）

© HCD-Net & T.Shinohara
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HCDの基礎知識体系化と再定義
基礎知識体系（BOK）に基づいた検定試験

© HCS共創機構
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HCDの基礎知識体系化と再定義
基礎知識体系

（BOK）

© HCD-Net & T.Shinohara
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『 HCD（⼈間中⼼デザイン／⼈間中⼼設計）とは、モノ・コトに対して、

「利⽤者視点」と「共創」によって新しい価値を⽣み出すことであり、

「問題の設定 (発⾒) 」と「解決策の探求 (創造) 」と「繰り返すこと」を

中核とした

「メソッド (プロセス＋⼿法) 」と「マインドセット (⼼構え・捉え⽅) 」

のことである』

HCDの基礎知識体系化と再定義
「HCD（⼈間中⼼デザイン／⼈間中⼼設計）」の再定義（2020） 

© HCD-Net & T.Shinohara
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HCDの基礎知識体系化と再定義
Defining HCD（2020）

Human-Centered Design (HCD) is about creating new values

through co-creation and pursuing the user perspective.

It is a method (process) and a mindset (attitude) that focuses on

framing problems (discovery), finding solutions (creation), and

iteration.

© HCD-Net & T.Shinohara
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「問題の設定（発⾒」」と「解決策の探究（想像）」と
「繰り返すこと（リフレクション）」

HCDの中核概念

© HCD-Net & T.Shinohara



（提供者からの）
企画

従来のステップ

要件 創造・デザイン

各種領域でおきている
変⾰のコア

要件創造・デザイン（使う⼈やその現場からの）
気づき・発⾒

33

HCDの中核概念

© Sociomedia, Inc. & T.Shinohara



創造・デザイン
（使う⼈やその現場からの）

気づき・発⾒

繰り返すこと
（振り返ること）

34

HCDの中核概念

© Sociomedia, Inc. & T.Shinohara



問題・課題の

繰り返し

ユーザーリサーチ デザイン
ユーザー⾏動観察

インタビュー
ユーザビリティテスト

ペーパープロトタイプ
簡易モックアップ

リデザイン

発⾒
解決策の

創造

35© Sociomedia, Inc.

HCDの中核概念



繰り返し
（リフレクション）

36

センス＆レスポンド
「感知」＆「反応」

©Jeff Gothelf & Josh Seiden & Sociomedia, Inc.

HCDの中核概念
問題・課題の

ユーザーリサーチ デザイン

発⾒
解決策の

創造



問題・課題の

ユーザーリサーチ デザイン

発⾒
解決策の

創造

37

The Loop

デザイン思考のメソッド＆マインドセット

©IBM

HCDの中核概念

繰り返し
（リフレクション）

© IBM. & Sociomedia, Inc.
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拡散＆収束

ダブルダイヤモンド
British Design Council

HCDの中核概念

問題・課題の

ユーザーリサーチ デザイン

発⾒
解決策の

創造繰り返し
（リフレクション）

© 経済産業省 & Sociomedia, Inc. & T.Shinohara



問題・課題の

ユーザーリサーチ デザイン

発⾒
解決策の

創造

39

OODA loop

HCDの中核概念

繰り返し
（リフレクション）

© Grand Hammond & Sociomedia, Inc.



問題・課題の

ユーザーリサーチ デザイン
ユーザー⾏動観察

インタビュー
ユーザビリティテスト

ペーパープロトタイプ
簡易モックアップ

リデザイン

発⾒
解決策の

創造

40

HCDの中核概念

繰り返し
（リフレクション）

© JASA & HCS共創機構 & HCD-Net & Sociomedia, Inc.
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デジタルスキル標準の改訂＜概要＞（令和5年8⽉）

「仮説を⽴てる・検証する」等の
ビジネスパーソンとしてのスキルと...

HCDの中核概念

© 経済産業省 & JASA & HCS共創機構 & HCD-Net & Sociomedia, Inc.



ü ⾃⼰紹介
ü HCD認定専⾨家 ＆ HCD基礎検定
ü 仮説検証ブートキャンプ
ü 海外企業のベストプラクティス

背景
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「仮説検証ブートキャンプ」とは

© JASA & HCS共創機構 & HCD-Net
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「仮説検証ブートキャンプ」とは

© JASA & HCS共創機構 & HCD-Net
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e-learning教材による事前学習
検定試験の受験

（仮説検証ブートキャンプ検定（HCD検Ⓡ）

仮説検証ブートキャンプ
仮説検証の知識習得

© JASA & HCS共創機構 & HCD-Net
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e-learning教材による
事前学習 集合研修による実践研修 HCD専⾨家からの指導

仮説検証ブートキャンプ
実践形式のフィールドワーク＆ワークショップ

© JASA & HCS共創機構 & HCD-Net
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共通課題の選定

ペルソナの選定

仮説検証ブートキャンプ
実践形式のフィールドワーク＆ワークショップ

© JASA & HCS共創機構 & HCD-Net & Sociomedia, Inc.
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仮説検証ブートキャンプ
企画プレゼンテーション

「課題」に対する「ソリューションアイデア」の
「アクティングアウト」によるコンペティション

© JASA & HCS共創機構 & HCD-Net
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仮説検証ブートキャンプ
デジタルバッジの付与

© JASA & HCS共創機構 & HCD-Net & Sociomedia, Inc.
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「参加の証」＆「表彰の証」としてのデジタルバッジ

「マイクロクレデンシャルの証」としてのデジタルバッジ

仮説検証ブートキャンプ
デジタルバッジの可能性

• 学習内容をより細分化した単位毎の履修証明のこと
• 当該知識に「BOK（知識体系）」があることの証
• 海外の同分野とのBOKを共通化することの気づき

• HCD検定の「HCD基礎知識（BOK）」が基盤
• HCD領域の海外連携を調整中（BOKの世界化）
• デザイン領域の「BOKの世界スタンダード」へ

© JASA & HCS共創機構 & HCD-Net & Sociomedia, Inc.



ü ⾃⼰紹介
ü HCD認定専⾨家 ＆ HCD基礎検定
ü 仮説検証ブートキャンプ
ü 海外企業のベストプラクティス

背景
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海外企業のベストプラクティス調査
スタートアップ界隈のデザイン事情

「デザイナーの参画が当たり前（前提条件）へ」

https://www.designerfund.com/https://500.co/content/want-a-free-ticket-4-our-warm-gun-design-conference

起業家とデザイナーとの
ミートアップイベントの存在

⼤企業やスタートアップに
デザイナーを派遣する企業の存在

© TechCrunch & 500 Startups & Designer Fund

https://www.designerfund.com/
https://500.co/content/want-a-free-ticket-4-our-warm-gun-design-conference
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6

5

4

3

2

1

根付いている
UX/HCDは組織構造に含まれていて、分けて語られることはない

没頭している
UX/HCDは組織戦略のコアとなる信条のひとつ

全⼒で取り組んでいる
UX/HCDは必須であり、
役員も活発に参加している

投資している
UX/HCDはとても重要であり、
公式プログラムがある

関⼼がある
UX/HCDは重要だが、
あまりお⾦はかけられない

認識していない
UX/HCDは
「重要ではない」

海外企業のベストプラクティス調査
DXプラットフォーマーのデザイン事情

「トップ企業群は UX / HCD活動の組織成熟度が⾼い」

© T. Shinohara & Sociomedia, Inc.
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海外企業のベストプラクティス調査
DXプラットフォーマーのデザイン事情

© Google & Apple & Facebook & Amazon & Microsoft & GE & IBM SAP & Sociomedia, Inc.
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海外企業のベストプラクティス調査
共通する成功要因

© T. Shinohara
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海外企業のベストプラクティス調査
DXリーダーとなるルート

企業経営
組織経営
DXリード

プロジェクト
運営

UX・HCD・デザイン実践者
（デザイナー）

経営者・マネジャー・起業家
（ビジネスアーキテクト）

⾼度デザインの実践を経て

© Sociomedia, Inc, & T.Shinohara



57

海外企業のベストプラクティス調査
IBMのデザイン思考におけるデジタルバッジ

©IBM & Sociomedia, Inc.

↑
⾼度デザイン⼈材

↑
DXリード⼈材

↑
HCDマインドセット

習得者



58

内訳は「1,000⼈のUXデザイナーと1,000⼈のデザインシンカー」

海外企業のベストプラクティス調査

©SAP &Sociomedia, Inc.

SAPのデザイン⼈材

デザイナーが2,000⼈

↑
⾼度デザイン⼈材

↑
DXリード⼈材



ü 1. ⼈材像（スキル）＆ 社会・組織における必要性
ü 2. スキルの詳細
ü 3. スキル習得＆開発の⽅法
ü 4. ⼈材育成の定着、社会的認知・確⽴に向けて

⼈材像＆スキル
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■ デザインスキルを⾝につけた⼈材による効果（次ページ参照）
・⾼度なアウトカム（最終的な受益者にとっての望ましい結果や成果）が得られること
・製品・サービスの効果から、組織・⾵⼟の効果、経営の効果、ブランドの効果までを得られること

■ ⼈材像（スキル）
・専⾨的な各種デザインスキルを発揮する⼈材 ：⾼度デザイン⼈材
・デザインスキルを兼ね備えたリーダー⼈材 ：DXリード⼈材
・デザインスキルを体得した他分野からのリーダー⼈材 ：DXリード⼈材
・デザインの基礎知識（HCD基礎）を学んだ関係者全員 ：HCDマインドセット習得者

■ 社会・組織における必要性
・HCD領域は、社会・組織の全関係者の基礎知識＆マインドセットとしての必要性が急務
・HCD基礎知識に着⽬する必要性あり ※ HCD＝デザイン思考、サービスデザイン、UX、CX、利⽤時品質など

・DXプロジェクトにおいての必須条件
- DXプロジェクトの中には必ず「⾼度デザイン⼈材」がいること
- DXプロジェクトのリーダーは「DXリード⼈材」であること
- DXプロジェクトのメンバー全員は「HCDマインドセット習得者」であること
- DXプロジェクトのステークホルダーに対して「HCDマインドセット習得者」を促すこと

■ フォーカスすべき⼈材像（スキル）
・DXリード⼈材
・HCDマインドセット習得者（DXプロジェクトの関係者の全員）

6
5

4

3

2

1

根付いている
UX/HCDは組織構造に含まれていて、分けて語られることはない

没頭している
UX/HCDは組織戦略のコアとなる信条のひとつ

全⼒で取り組んでいる
UX/HCDは必須であり、
役員も活発に参加している

投資している
UX/HCDはとても重要であり、
公式プログラムがある

関⼼がある
UX/HCDは重要だが、
あまりお⾦はかけられない

認識していない
UX/HCDは
「重要ではない」

1. デザイナーの⼈材像（スキル）＆社会・組織における必要性

© DDC & Sociomedia, Inc. & T. Shinohara
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1. デザイナーの⼈材像（スキル）＆社会・組織における必要性

（デザインスキルを⾝につけた⼈材が組織やチームにもたらす効果）

デザインスキルを⾝につけた⼈材による効果
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1. デザイナーの⼈材像（スキル）＆社会・組織における必要性
企業組織がデザイン⼈材を求めている傾向

NTTグループ
SONYグループ
⽇⽴グループ
富⼠通グループ
⽇本電気グループ
パナソニックグループ
⽇本IBM
KDDIグループ
アクセンチュア
三菱グループ

⼤⼿有名企業のほか
・デジタルサービス
・ITコンサル
・ITベンダー
・⾦融機関
・⾃動⾞メーカー
・家電メーカー
・光学機器メーカー
・トイレタリメーカー
・製薬メーカー
・⼤学、その他教育機関

・・・約100名
・・・約50名
・・・約40名
・・・約35名
・・・約30名
・・・約30名
・・・約20名
・・・約20名
・・・約20名
・・・約20名

HCD基礎検定
受験者傾向

HCD-Net認定専⾨家・スペシャリスト
資格取得者数の上位10社

©HCD-Net & HCS共創機構
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2. スキルの詳細
⾼度デザイン⼈材 & DXリード⼈材 ＆ HCDマインドセット習得者

© HCS共創機構 & HCD-Net

１）

２）

３）
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HCDマインドセット習得者

参考）HCD基礎検定（HCS共創機構）

2. スキルの詳細
1) HCDマインドセット習得者

© HCS共創機構
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2. スキルの詳細
1) HCDマインドセット習得者

© HCS共創機構

参考）HCD基礎検定（HCS共創機構）
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2. スキルの詳細
1) HCDマインドセット習得者

© HCS共創機構

参考）HCD基礎検定（HCS共創機構）
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■ 「ロール⼀覧」より（P72，第Ⅲ部 第2章 DX推進スキル標準の構成）

■ 「共通スキルリストの全体像」より（P83，第Ⅲ部 第2章 DX推進スキル標準の構成）

■ 「ビジネス変⾰｜デザイン」より（P86，第Ⅲ部 第2章 DX推進スキル標準の構成）

⾼度デザイン⼈材

2. スキルの詳細
3) ⾼度デザイン⼈材

© HCS共創機構 & 経済産業省
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参考）HCD-Net（HCD専⾨家資格コンピタンス⼀覧）

2. スキルの詳細
3) ⾼度デザイン⼈材

© HCS共創機構 & HCD-Net
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DXリード⼈材 参考）HCD-Net（HCD専⾨家資格コンピタンス⼀覧）

HCD専⾨家：「A/基本」の⼀部の実践知
＋

「B/プロマネ」「C/導⼊推進」「テクニカルコミュニケーション」の実践知

参考）Sociomedia, Inc.（デザイン思考の基礎知識体系）
IBM Design Thinking Digital Badge

＋

デザイン思考の基礎（IBM Practitionerレベル）
＋

「デザイン思考＋システム思考＋コミュニケーションスキル」の実践知

2. スキルの詳細
2) DXリード⼈材

© HCS共創機構 & HCD-Net & IBM & Sociomedia, Inc.
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3. スキル習得 ＆ 開発の⽅法
VUCA時代のスキル開発とその⽭盾

© Sociomedia, Inc.

●変化がゆるやかな時代には「専⾨経験」に基づく「判断（実践知）」が重要

●「判断（実践知）」を獲得するための共通⾔語として「専⾨性」に根ざした「形式知」の学習が効果的

●変化が激しい時代には「これまでとは異なる環境」での経験に基づく「判断（実践知）」が「⾜かせ」に

「知っている」「経験している」ことだけでは課題を解決できない社会状況が、
従来からのスキル開発上では⽭盾を招くことに

主要な「実践知」⾃体をいかに素早く⽣み出せるか?

● 専⾨性に根ざした基礎知識（形式知）
+

●企業・社会に蓄積された実践事例 (形式知化された実践知)
⾃分⾃⾝の実践経験（実践知）

+
●「仮説と検証」を推進できる体制 (組織・リーダーシップ)

「実践機会」をどのように増やして促進するか?

「形式知」の学習

「実践知」の学習

複数の実践機会の経験
(業務内実践、実践型学習)

履歴を
クレデンシャル化し
成⻑を可視化して証明
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● e-learning
● 学習教材 ● 検定試験 ● ワークショップ

● トレーニング
● メンタリング

●個別指導

● イベント
●コミュニティ

（サンドボックス：実験場）

3. スキル習得 ＆ 開発の⽅法
例）「JASA仮説検証ブートキャンプ」

● プロジェクト学習
●履修証

(デジタルバッジ)

© JASA & HCS共創機構 & HCD-Net & Sociomedia, Inc.
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■学習環境 (e-learning)
■ 学習教材
■検定試験

■プロジェクト学習

■ワークショップ
■トレーニング
■メンタリング
■個別指導

■イベント
■コミュニティ（サンドボックス：実験場）

■履修証(デジタルバッジ)

3. スキル習得 ＆ 開発の⽅法
「JASA仮説検証ブートキャンプ」にみる⼿段や⽅法論

© JASA & HCS共創機構 & HCD-Net & Sociomedia, Inc.

・個別の項⽬を学ぶことは、初学者に最適な⼿段

・短期間で多くの⼈材を育成

・個別課題を認識した中級者＆実践者に最適な⼿段

・個々⼈のスキルに最適化した指導

・上級者に最適な⼿段

・⽇常ではできない実験や失敗を体験・内省する場

・体系的なカリキュラムの修了を証明

形
式
知
習
得

実
践
機
会
の
提
供

・プロジェクト全体を俯瞰できることで、
初学者から中級者の短期間の育成に最適な⼿段

証
明
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https://www.hcdnet.org/certified/apply/info-apply-papers.html

l 書類審査
・ プロジェクトとコンピタンスの記載
・専⾨家複数名による書類審査
・ 3年に1度の更新
・更新時：書類審査＋HCDコミュニティ

における活動（ポイント制）

4. ⼈材育成の定着、社会的認知・確⽴に向けて
⾼度デザイン⼈材（例：HCD-Net「 HCD専⾨家＆HCDスペシャリスト」）

© HCD-Net

https://www.hcdnet.org/certified/apply/info-apply-papers.html
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https://hcs-cc.org/hcd/apply/

●オンライントレーニング
（オンサイトトレーニング）
●オンラインテスト（IBT）

・四択式の問題
・⾃動採点

（・更新なし ）

HCDマインドセット習得者
（例：HCS共創機構「HCD基礎検定」＆「HCD検Ⓡ認定試験」）

© HCS共創機構t & UXIA & T協会 & JASA

4. ⼈材育成の定着、社会的認知・確⽴に向けて

■HCD検Ⓡ認定試験（2024.12時点：今後も増加予定）

https://hcs-cc.org/hcd/apply/
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「DXリード⼈材」向けのアセスメント⽅法の開発

DSS-P
DSS-L

ITパスポートのDXリード実践レベル版

DXの取組みにおいて、ビジネスや業務の変⾰を通じて実現した
いこと（＝⽬的）を設定したうえで、関係者をコーディネートし
関係者間の協働関係の構築をリードしながら、⽬的実現に向けた

プロセスの⼀貫した推進を通じて、⽬的を実現する⼈材

DXの推進において、データを活⽤した業務変⾰や新
規ビジネスの実現に向けて、データを収集・解析する

仕組みの設計・実装・運⽤を担う⼈材

業務プロセスを⽀えるデジタル環境における
サイバーセキュリティリスクの影響を抑制す

る対策を担う⼈材

DXの推進において、デジタル技術を活⽤し
た製品・サービスを提供するためのシステム
やソフトウェアの設計・実装・運⽤を担う⼈

材

ビジネスの視点、顧客・ユーザーの視点等を総合的に
とらえ、製品・サービスの⽅針や開発のプロセスを策
定し、それらに沿った製品・サービスのありかたのデ

ザインを担う⼈材

① ②

③

© 経済産業省 & T. Shinohara

4. ⼈材育成の定着、社会的認知・確⽴に向けて
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ü 「DXリード⼈材」とは「DXプロジェクトの各領域⼈材を束ねてプロジェクトを推進する⼈」
ü 「DXリード⼈材」の⼈材像は：

「DXリード⼈材」向けのアセスメント⽅法の開発

「DXリード⼈材」とは？

①デザイナーがそのまま「システム思考スキル＋コミュニケーションスキル」を持ち合わせるケース
②ビジネスアーキテクトが「H C Dスキル（デザイン思考スキル）」を持ち合わせるケース（⼀番多いケース）
③他分野の⼈材が「デザイン思考スキル＋システム思考スキル＋コミュニケーションスキル」を持ち合わせるケース

ü 「DSS-P」の⼊り⼝に相当する「DXリード⼈材」のための基礎与件を⾝につける
「ITパスポートのDSS-Pエントリー版」を開発する必要性あり

（「 ITパスポートのDSS-Pエントリー版」＝「DXリードの基礎レベル」）

ü 「DXリード⼈材」となるパターン

・「利⽤者視点（顧客の体験から）」と関係者との「共創」によって新しい価値を⽣み出すことができる
・「HCD (デザイン思考)」＋「システム思考」＋「コミュニケーション」の各素養やスキルを有する
・「サーバントリーダーシップ」（プロジェクトメンバーの成⻑とともにプロジェクトを導く等）を発揮できる

© T. Shinohara

4. ⼈材育成の定着、社会的認知・確⽴に向けて
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4. ⼈材育成の定着、社会的認知・確⽴に向けて
⺠間との役割分担

経済産業省／IPA ⺠間

・⺠間教育＆認定の機関の承認と推奨

・マイクロクレデンシャルの策定と発⾏

・ITパスポートのDSS-Pエントリー版の
開発と実施（DXリード⼈材の試験）

・DSS-P（⾼度デザイン⼈材）に関わる
事例の収集と発信

・⺠間教育機関やコミュニティでの実践
や応⽤のための教育・研修・試験

・マイクロクレデンシャルに従ったカリ
キュラム運営

・DSS-Lと同等レベルとしてのHCD検Ⓡ

およびカリキュラムの推奨

・育成カリキュラム（社会⼈から⼤学⽣・
専⾨学校⽣・⼩中⾼まで）の推奨

・全市場に向けたHCD検Ⓡ認証試験、研修
の啓発と推奨

⾼度デザイン⼈材

DXリード⼈材

HCDマインドセット
習得者

・HCD検Ⓡの認証試験の拡充と推進

・HCDカリキュラムに基づいた研修機関
の拡充と推進（問題・教材の提供）

・ ITパスポートのDSS-Pエントリー版の
受検の推奨

・DSS-Pの⼊⾨研修の実施



78

■学習環境 (オンサイト、オンライン)
■ 学習教材
■検定試験

■プロジェクト学習

■ワークショップ
■トレーニング
■メンタリング
■個別指導

■イベント
■コミュニティ（サンドボックス：実験場）

■履修証(デジタルバッジ)

官庁・企業・多元セクター（官庁・企業以外の社団・NPO等の任意団体）の役割

© JASA & HCS共創機構 & HCD-Net & Sociomedia, Inc.

・企業(教育機関)・多元セクターによる「スキルセット」に基づいた教材の提供

・企業(教育機関)・多元セクターによる学習プログラムの提供
• 期間、内容によって、取得できるクレデンシャルが異なる
• 取得しているクレデンシャルによって、参加できるプログラムに制限がある
• 異業種企業による新規事業開発、地場企業による共創プログラムを実施する際には、参加者
に取得を推奨するクレデンシャル(参加にあたり取得しているべきもの、参加を通して得られ
るもの)を明⽰

・多元セクターによるコミュニティの提供
• 役割や参加者が異なる、フューチャーセンター、イノベーションセンター、リビングラボ、
専⾨家コミュニティの存在

• コミュニティ内での役割によっても、クレデンシャルが取得できる

・官庁・企業・多元セクターによるスキルセットの設定

・多元セクターによる「スキルセット」に基づいた試験の実施

形
式
知
習
得

実
践
機
会
の
提
供

証
明

4. ⼈材育成の定着、社会的認知・確⽴に向けて
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4. ⼈材育成の定着、社会的認知・確⽴に向けて
「仮説検証」に関わる国プロジェクト事業の開始

「仮説検証」＝「⾼速にアジャイルを回すこと」における知識とマインドセットの要諦
・「仮説検証」に関わるさまざまな学習機会（上記の●部分）がセットになった国プロジェクトの開始
・国プロジェクトのテンプレートやモジュールを各種機関や各種コミュニティに提供する多⾯的展開へ



基本情報技術者試験

80

ご参考
ITパスポートのDSS-Pエントリー版＆⾼度デザイン⼈材カリキュラムイメージ
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現在の試験体系

ITパスポートのDSS-Pエントリー版

デザイン思考・
システム思考

基礎
午前試験の⼀部
として出題

応⽤情報技術者試験
デザイン思考・
システム思考

基礎
午前試験の⼀部
として出題

⾼
度
デ
ザ
イ
ン

⼈
材
試
験

将来的な試験体系

・⺠間教育機関やコミュニティでの実践や応⽤の
ための教育・研修・試験

・マイクロクレデンシャル化されたカリキュラム
運営と実績管理

専⾨分野の選択式
問題として出題




